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表 l 不稔率と割れ籾の発生率
:ま え が き

昭和55年の福島県相馬市における障害不稔粒多発時期は,

7月 末～ 8月 第 1半旬と,8月 211日 を中心とする前後 5日

間ずつ出穂の 2時期であった。当場では,作期や苗の種類

を組み合せることにより,同一品種でも出穂期のちがいで

不稔程度の異なる試料を得ることができた。障害型冷害を

受けた種靭の特性については,井上ら1)の報告があるが ,

本県の主要品種についての検討は,まだ十分ではない。そ

こで,上記試料を用い,本県の主要品種につき,不稔率と

割れ籾率,不稔率と発芽率,割れ靭の有無と発芽性につい

て検討した。
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品  種 出 穂 期
(月 ‐日)

苗の種類
不 稔 率
(%)
割れ
(,

アキヒカリ

苗

苗

薔

稚

中

維
苗

苗

苗

稚

中

稚

133
37 0

る0 7

トヨニシキ

813
811
815

稚 苗 160
40 2

69 9

コチヒビキ
8  26

8. 21

コンヒカリ

8 28
8. 24

8  21

140
25 3

57 つ

18 4

26 9

農林21号

8. 2b

8 23
8  18

稚 苗

中 苗

28 9

419
52 6

品  種 不稔率

(%)

籾
千 粒 重
(の

発芽勢

(%)

芽
合
＞

発
歩
＜

:均 発
:日 数
(日 )

ササニシキ

3 33

3 23

3 17

トヨニシキ

160
28 4

40 2

ツO υ

99 0

98 5

98 5

99 5

98 6

3 07

2 63

農林21号
28 9

41 9

52 6

98 5

98 5

99 5

コシヒカリ
25 3

57 9

23 4

23 1

96 5

95 5

3 14

3 52

2試 験 方 法

調査株は 1試験区から平均的な株 3株を採集し,網室内

で十分架千しを行った後全部の種をこきおろし,比重 113

で沈下した桝を発芽調査用とした。割れ籾の調査は,立毛中

に籾殻 (主に内外頴の釣合部 )が裂けて,内側の玄米の表

面が外から見える場合を割れ靭とし,その程度は問わない

こととした。第 1回 目の発芽調査は56年 2月 20日 で発芽温

度は28℃ で行った。その結果は表 2である。第 2回 目は 2

月25日で発芽温度30℃ ,その結果は表 3である。また,発

芽調査は慣行法とし,発芽床は径12mの シャーレにろ紙を

敷き,蒸留水を適度 (6 CC前後 )に含ませ,種子の前処理

はしないでシャーレにふたをし,定温器内に静置した。発

芽は,幼穂または幼根の一部が籾殻から出た場合とし,発

芽勢は置床翌日から4日 目まで,発芽歩合は同 7日 目まで

に発芽した個体割合とした。調査個体は 1区 200粒 1反復

である。

3 試験結果及び考察

(1)不稔率と割れ靭率について

表 1から,不稔率と割れ靭率との関係は,サ ,こ シキを

除き,不稔率が高くなるほど割れ籾の発生が多いことがわ

かる。また,割れ籾発生の品種間差異をみると,不稔率に

比し割れ靭が少ないものとしてアキヒカリ,コ シヒカリが,

逆に多いものとしてトヨニシキ,コ チヒビキがあげられ,

ササニシキや農林21号は両者の中間に位置している。苗の

種類間では,中苗が稚苗よりやや割れ籾の発生が少ない傾

向にある。障害型冷害の例ではないが,割れ糎の発生と苗

の種類との関係について,寺西ら2)も 同様な事例を報告し

ている。また本調査からは,出穂期の早晩による割れ籾の

発生に差は認められなかった。

(2)不稔率と発芽率について

表 2か ら,発芽勢や発芽率は,品種間差や不稔の多少に

かかわらず良好で,平均発芽日数についても一定の傾向は

認められなかった。したがって,不稔多発稲からの種靭で

あっても,完全籾であれば,発芽そのものに大きな問題は

表 2 完全籾の不稔程度 と発芽性
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ないことが認められた。

(3)割れ靱の有無と発芽性について

割れ籾の有無と籾千粒重との関係は,比較的不稔率の低

い場合 (不稔率30%未満 )は割れ靭が軽いが,不稔率が高

い場合 (不稔率40%以上 )は割れ靭の有無と関係がうすく,

籾千粒重はほぼ同じであった。これは,不稔率が低い場合.

割れ籾は 2次枝梗に多いため靭千粒重が軽いものと考えら

れるが,不稔率が高い場合は, 1次校梗にも割れ糠が多か

ったこと, 1穂の登熟できる籾数が制限されたことなどに

より,靱千粒重に対する1次 , 2次枝梗の関係がうすらい

だためと考えられる。

であり,コ チヒビキ,農林21号では,上述の他,開花後閉

頴する際,内外頴の釣合が不十分で,いわゆる開頴籾とな

っているものが多く認められた。さらにこれら両品種では,

籾と糎とをすり合わせると容易に脱秤する靭も認められた

が,これは主として開頴籾の存在によるものと考えられた。

また,割れ靭での発芽に際し,内頴の内側に沿って幼芽(幼

根 )が伸長しいわゆる寄形発芽を起したものは,ア キヒカ

リ,コ シヒカリではほとんど認められなかったが,コ チヒ

ビキ,農林21号では, 2～ 13%と かなり高い率で発生した

ことも発芽を遅らせた原因の 1つ と考えられる。

以上から,アキヒカリやコンヒカリタイプの割れ靭で,

しかも靭割れの幅が 05m以下と比較的軽度の場合は,発
芽性に問題はないと考えられるが,コ チヒビキ,農林21号

タイプの割れ釈,特に開頴籾の場合は,その率が高ければ

高いほど,発芽勢は劣り,平均発芽日数は長くなるものと

考えられた。

{1)障害型冷害に遭遇した種籾は,割れ籾が発生し,不

稔率が高いほど発生率も高い傾向にあった。

(2)割れ籾の発生には品種間差異が認められ.アキヒカ

リ,コ シヒカリでは不稔率に比し発生が少なく. トヨニシ

キ,コ チヒビキでは逆に発生が多かった。

(3)靭千粒重は,不稔率が低い場合 (不稔率30%未満 )

は割れ靭で軽いが,高い場合 (不稔率40%以上)は割れ籾

も完全釈とはぼ同じ重きであった。

14)割れ籾には2つのタイプがあり,糎殻が小さいため

に起るタイプ(ア キヒカリ,コ シヒカリ)と ,その他に開

頴時の頴の鈎合が不完全なために起るタイプ (コ チヒビキ,

農林21号 )と がある。前者は発芽性は問題はないが,後者

は割れ籾で発芽勢,平均発芽日数が劣る。後者の場合,完

全籾であれば発芽に問題はないが,不稔率が高まると籾千

粒重は完全靭とほぼ同じ重さとなり,比重選でこれらを区

別することは困難となる。したがって,割れ靭が混入すれ

ばその割合が高いほど発芽が悪くなるので,こ のような種

級は,種子として適当でないものと考えられた。
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表 3 割れ靭の有無と発芽性の品種間差異

品  種 不稔率
(%) 靭泰０

発芽勢

(%)

発芽率

(%) 〕知①アキヒカリ
22 311

23 0

97 0+

100

100  *

100

251*

2 59

ヨシヒカリ

45 7
22 7

22 '

97 0

99 0

98 0

99 0

211

2 08

19 2
23 0

23 9

100

98 0

100

99 0

268

2 52

20 9
21 6

23 0

95 0

99 5

99 0

99=5

2 48

2 50

コチヒビキ 60 6
22 5

22 2

795

96 0

98 5

98 0

3 42

2 86

農林21号

46 9
239

24 2

86 5

98 5

99 5

99 5

2 79

2 38

45 2
22 4

22 5

78 5

98 0

99 5

990

313

2 38

41 5
23 0

23 1

790

96 0

96 5

98 0

2 85

216

22 4

23 7

755

98 0

965

99 0

2 '7

2 05

めま

注 ホ上段が割れ糎,下段が完全籾

発芽歩合は,品種や割れ籾の有無による差は認められな

かったが,発芽勢 ,平均発芽日数については,品種間で差

異が認められた。すなわち,コ チヒビキ,農林21号では割

れ釈で発芽勢が10～20%劣 り,平均発芽日数 も04～ 09

日遅れたがアキヒカリ,コ シヒカリでは割れ桝の有無によ

る差は認められなかった。割れ籾状態を品種別にみると,

アキヒカリ,コ ンヒカリの場合は籾殻が小さいため,籾の

受け入れ能力を越えて玄米が成熟したために起った割れ靭


